ロバート・ボイル『空気ばね論』(1660)における実験立会人 by 松野 修
ロバート・ボイル『空気ばね論』（1660）における実験立会人
Spectators or By-standers of Experiments
in Robert Boyle, ‘New experiments physico-mechanicals’,1660
松　野　　修
MATSUNO　Osamu


























































































































13		吉本秀之「ロバート・ボイル，人と仕事」『科学の名著　第 II 期８（18）　ボイル』朝日出版社，1989 年，吉本秀之「ロバート・
ボイルの読書」『日本科学史学会５２回年会　研究発表講演要旨集』2009 年，吉本秀之「弱視の貴族科学者ロバート・ボイル」
『サイエンスネット（数研出版）』第 24号，2005 年９月 ,	pp.6-9。







































20	赤平清蔵訳「形相と質の起源」『科学の名著　第 II 期 8　ボイル　形相と質の起源』所収，朝日出版社刊，1989 年，12ページ。
M. ハンター版『ボイル全集』第 5巻，289 ページ。「後に彼ら自ら喜んで，さまざまな実験を実施したり見学したりしました。
彼らはその哲学の基本概念を今まで教わる機会がなかったのですが，粒子論哲学の驚くべき成果のためにその哲学に心を奪わ
れました。（whose	pleasing	and	amazing	Productions	have	enamour'd	them	of	it.）」
21	同上書，126 ページ，M. ハンター版，395 ページ。
22	大沼正則訳「懐疑的な化学者」『世界大思想全集』所収，河出書房新社刊，1963 年，110 ページ，M. ハンター版『ボイル全集』
第 2巻，311 ページ。
23	同上書，133 ページ，M. ハンター版，410 ページ。
24	同上書，168 ページ，M. ハンター版，431 ページ。


































26		同上書，180 ページ，M. ハンター版，441 ページ。
27	Steven	Shapin,	The	House	of	Experiment	in	Seventeenth	Century	England,	ISIS., 79,	1988,	395.
28	前掲，赤平清蔵訳「形相と質の起源」，155 ページ，M. ハンター版，420 ページ。
29	前掲，大沼正則訳「懐疑的な化学者」，51ページ，M. ハンター版，255 ページ。








































































































































































































（34）「実験 41　呼吸」：「小鳥はレシーバの中で 10 分ほど生きていたのですが，おそらくもっと
長く生きていたにちがいありません。ただこのときは，実験に立ちあっていたある気高い紳士
が（a	great	Person,	that	was	Spectator	of	some	of	these	Experiments）鳥を救ってやろうと言
いだしたので実験は中断されてしまいました」。（p.287）
（35）「実験 41　呼吸」：「このときも（貴君ともつながりがある）ある貴婦人が哀れんで（some	
Fair	Lady's	related	to	Your	Lordship），わたしにすぐに空気を入れるように命じました。この
ため激しくあえいでいた鳥はすぐに元気になって，このご婦人の哀れみを享受できる状態にま
で回復したのでした」。（p.287）
（36）「実験 41　呼吸」：「これとは別のときに，他人にじゃまされないように（being	resolv'd	not	
to	be	interrupted	in	our	Experiment）夜中に実験をやったことがあります」。p.287
（37）「実験 41　呼吸」：「わたしはウナギがほんとうに死んだとは思わなかったのですが，（空気
を入れるために）レシーバのふたを開けてもまだ姿勢を変えなかったので，あやうく立会人た
ちの意見（the	Opinion	of	the	By-standers）に賛成するところでした」。（p.291）
（38）「実験 41　呼吸」：「わたしたちは働きバチと，ニクバエと呼ばれるふつうのハエの一種，そ
れにキバガの幼虫と呼ばれるイモムシの一種をそれぞれ１匹ずつ捕まえてきました。３匹を小
さなレシーバに入れて，見物人たちが（the	Beholders）不思議そうに眺めている前で観察をお
こないました」。（p.293）
（39）「実験 41　呼吸」：「わたしたちはこうやって，レシーバの空気がなくなったので，レシーバ
の中の状態が急激に大きく変化したということを立会人たちに（the	Spectators）納得させた
のでした」。（p.293）
（40）「あとがき」：「これらいろいろな実験について，貴君の僕たるわたしが書いた以上に，もっ
愛知県立芸術大学紀要　No.45（2015）
190
と慎重に，正確に説明してくれる人がいたかもしれません。実際いくつかの実験はいろいろな
人たちが見ていた前でおこなったのであって（perform'd	in	the	presence	of	Persons），そうい
う証人たちの中には優れた文筆家もいましたしそれに証人たちはいずれもみな優秀な学者たち
ばかりでした（for	their	Writings,	and	all	for	their	Learning）。だからこそ，ことの説明にあたっ
ては何よりも沈着公正に，そして真実を述べることをわたしの第一の使命と考えたのでした」。
（p.300）
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